
住宅のエネルギー管理から
クリーンなピークリソース管理への進化
～海外での家庭向け行動型プログラムから学びと考察～

Oracle Corporation
Energy and Water/Opower
Product Strategy and 
Marketing
Melissa Leymon

Oracle Corporation
Energy and Water/Opower 
Principal Product Manager
Matt Gerhardt

日本オラクル株式会社

エナジーアンドウォーター
Opower日本統括
小林浩人



1.需要の柔軟性（Demand Flexibility）とは

2.米国顧客事例 - Arizona Public Service (APS)社

3.まとめと考察

本日の内容
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ピーク負荷の削減 特定の供給カーブに合わせ
て需要を再形成する

日次のエネルギー使用を
シフトする

需要の柔軟性（Demand Flexibility）を実現を支援するにより
エネルギー事業者は需要と供給のバランスを安定的に保つことが可能
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Opowerではエネルギー事業者に対して需要の柔軟性における利益を
最大化するための仕組みを提供

4

省エネ 行動型
デマンド

レスポンス

料金教育
レポート

料金分析
シュミレーション及び

エンゲージメントツール

行動型
ロード

シェイピング

パートナー
ソリューション

連携
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Opowerではエネルギー事業者に対して需要の柔軟性における利益を
最大化するための仕組みを提供

5

行動型デマンドレスポンス
Behavioral Demand Response 

(BDR)

行動型ロードシェイピング
Behavioral Load Shaping (BLS)
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いかにして行動型デマンドレスポンスで削減ゴールを達成するのか

6

ピークイベント前に事前通知
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ピークイベント後に社会的規範による比較



kW savings compared to peak

行動型デマンドレスポンス（BDR）によるピーク削減は一番必要なタイミングにて効果
が高い （例:2～6 pmがピーク時間帯の場合）

7

2 AM
2%

8 AM
20%

Noon 
56%

4 PM
107%

6 PM
92%

8 PM
13%

2 PM
72%

9 PM
-4%

ピーク時間帯
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行動型ロードシェイピング（BLS）のコミュニケーションを活用し
需要をシフトし節約を促すことで顧客時間帯別料金から得られる効果を最大化

Copyright © 2022, Oracle and/or its affiliates 

ウェルカム 週次の進捗 月次のサマリ シーズン
変更案内

88



BLSによりピーク削減の目標を達成（例:ピーク時間帯が4～9時の場合）

4 to 9 pm
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BLSコミュニケーション受領顧客はより顧客エンゲージが深く、満足度も高い

48% 46%

56%

65%
60%

64%

Recall Correct Peak

Energy Time

Satisfied with TOU Plan Satisfied with Utility

+17% +16% +8%

1 to 2% 
導入している5社におけるピーク時間帯における負荷軽減

60%
北米南西にある事業者でのデジタルエンゲージメント

“この情報を元にどのようにエネルギー使用をピーク時間帯で減らすかについての戦略を練るためのディスカッションをします。先週ど
うだったかを今週使い過ぎた場合振り返ったりします。このメールは役に立ちます”
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ピーク時間帯の
理解

時間帯別料金
の満足度

事業者への
満足度



BLSはエネルギー事業者、公益事業委員会、顧客の価値を高めるために設計

料金体系の理解

ピーク削減

プログラム採用率向上

結果を増幅可能

顧客満足度向上

サービスコスト低減

さらなる料金の節約

顧客リスクの最小化
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顧客事例

Arizona Public Service - 2021夏の行動ロードシェイピング事例



アメリカ合衆国西部アリゾナ州にあるArizona Public Service社
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APSは
なぜ動いか？
従来のデマンドサイド管理
（DSM）ポートフォリオは
「ダックカーブ」を悪化させる
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 ピーク期間に焦点を当てる必要がある
 オフピークの省エネは価値が低い

それを踏まえてどう動いたか…
1. 拡張料金の展開
2. ロードシフト/DR (‘報酬付き’)
3. エンゲージメントと規模展開を再考、

参入障壁の排除と公平性の考慮を進展



クリーン 購買可能性 信頼性 顧客フォーカス

エネルギー削減と再生
可能エネルギー発電に
合わせたロードシフト
によりCO2排出を削減

全ての顧客のコスト
をピーク需要の削減
とロード負荷に合わ
せることで低減

顧客はインセンティブ
によってモチベーショ
ンが上がり電気代を低
く保つことが可能にな
るだけでなく、供給網
における環境への影響
も最小化することがで
きる

信頼性があり測定可能な
ロードの柔軟性の確保は
一貫性のあるシステム全
体のピーク負荷削減や太
陽光資源との統合改善を
含む

APS DSMポートフォリオ改革による達成目標
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ホームエネルギーレポート、Plan Coach（拡張料金プランコーチ）、
Energy Saving Daysイベント
• エンゲージメントの向上
• Plan Coach（拡張料金プラン:時間帯別料金）のコーチ
• Energy Saving Daysイベントでの行動型デマンドレスポンス（BDR）
• 所得制限がある中低所得者セグメント配信
• kWとkWhの削減管理にフォーカス
• OAV（分析可視化ツール）による データ駆動の意思決定
• スマート技術導入のプロモーション:オンラインマーケットプレイスへの誘導

APSマーケットプレイス
• 顧客が情報に基づいた判断をすることを支援
• DER導入/DR参加を動機づけ

• 即時リベートと特別なプロモーション
• APS DRプログラムへの事前登録済み機器の販売
• プログラム参加登録への障壁を削除

DERリソースオペレーションプラットフォーム
• 数千の分散電源機器のアグリゲーション
• APSスマートサーモスタット (Cool Rewards)、給湯器、蓄電池、

スマートインバーターによるDRプログラム

APSにおける行動型デマンドレスポンスのエコシステム
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APSは時間帯別料金の顧客のエンゲージに成功し、
オフピークへのエネルギー使用シフトと高いレベルの顧客満足度を同時に実現
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8% 高い評価
APSで時間帯別料金コーチメールを受領している顧客の
満足度

15% 高い評価
APSがどの時間帯でエネルギーを使用したらよいかにつ
いて「良い判断をする支援をしている」と回答した時
間帯別料金コーチメールの受領者と未受領者との比較

8% 高い評価
J.D. Power関連の価格指標として時間帯別料金コーチ
メール受領者がAPSが節約と月次のエネルギー使用につ
いて支援してくれていると感じているかについての回答

“妻と私は特にエネルギー使用について語ります。 ピーク時間
帯に特にどのようにエネルギーを削減できるかについて話をしま
す。先週なにをしたかについて今週多く使ったときによく話し合
いをしています。”

“APSはPlan Coachメールで非常に良いことを
してくれてると感じます。節約するのに非常にた
めになります。正直どうこれ以上改善すればいい
かわかりません。私の知る限りエネルギー事業者
で恐らく一番最初に提供しているサービスだと感
じます。より多く節約し貴重な資源を少なく利用
するようにしたいと思います。”
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46%

76%

51%

81%
78%

60%

82%

66%

80%

87%

I like being on a rate plan with on-peak

and off-peak hours

I understand how my rate plan works APS helps me make good decisions

about what time of day to use energy

I am motivated to shift my electricity use

to a lower cost off-peak  time

I know how to reduce my use of

electricity during on-peak times

Control (no Plan Coach) Plan Coach Recipient

コミュニケーションは顧客に対してピーク時のエネルギー使用判断に役立つ

+16% +15%

+9%
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+8％

ピーク時間帯別の料
金プランが良い

料金体系が
どうなっているか理解

している

APSはどの時間帯でエネ
ルギー使用すべきか良い
判断する支援をしている

電気をより安い
オフピーク時間帯

で使うモチベーション
が沸く

ピーク時に使用量を
削減する方法を理

解している

コントロール
（非受領者）

Plan Coach対象者
（受領者）



APSは J.D. Powerに沿った満足度の向上を時間帯別料金プランコーチ受領者から
得られている

19

40%

52%
55%

42%

49%

66%

48%
56%

64%

52%
59%

68%

APS wants to help me save

money

APS provides rate plans that

are easy to understand

APS makes an effort to help

me manage my monthly

energy usage

APS creates messages that

get my attention

APS keeps customers

informed about what they are

doing to keep energy costs

low

APS provides useful

suggestions on ways I can

lower my monthly bills

Control (no Plan Coach) Plan Coach Recipient

+8% +4% +9% +10
%

+10
%

+2%
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APSは節約をして欲
しいと感じる

APSはわかりやす
い料金プランを提

供している

APSは月次のエネ
ルギー使用を管理
する支援をしてくれ

ている

APSは私の注意
を引くメッセージを

生成している

APSは請求額を
低く保つにはどうべ
きか指摘してくれる

APSは請求額を
低くできるアドバイ

スをくれる

コントロール
（非受領者）

Plan Coach対象
者（受領者）



Plan Coach受領者はAPS全体と比較してもより満足している

7%

14%

18%

24%

37%

3%

11%

17%

30%

39%

Completely dissatisfied Somewhat dissatisfied Neither satisfied nor dissatisfied Somewhat satisfied Completely satisfied

Control (no Plan Coach) Plan Coach Recipient Recipient: 69%
Non-recipients: 61%

Recipient: 14%
Non-recipients: 21%
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非常に不満 どちらかというと
不満

どちらでもない どちらかというと
満足

非常に満足

受領者:14％
非受領者:21％

受領者:69％
非受領者:61％

コントロール
（非受領者）

Plan Coach対象者
（受領者）



Demand Response – Onward and Upward

+15
%

+9%
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4,027 
18,140 

31,303 

56,615 
64,875 

110,000 

320,000 

2018 2019 2020 2021 2022 (as of 5/31/22) 2022

Cool Rewards

Devices Enrolled

BDR

Households Enrolled

Cool Rewards
プログラム

デバイス登録者

BDR対象者



まとめと考察
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まとめ:需要の柔軟性の確保は2つの観点で有効

• 信頼できるピーク
時間帯需要の削減

• 週次のピーク需要のシフト

• プログラム参加者の顧
客満足度の向上



1.日本でも今後更なる家庭の省エネが一層求められること
になるがピーク需要に合わせた取組が必要

2.ピーク需要に対してはピークの削減、ピークのシフト、
機器制御の組み合わせが有効になり得る

3.より大規模に早く展開することを考えると、消費者に焦
点を当てた行動型プログラムのアプローチは有効になる

考察
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ご清聴
ありがとうございました
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Add name and email 




